
                                                       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１３日（水）の授業参観にお越し頂き、ありがとうございました。授業参観の２校時

は、いのちの応援隊 in 石垣のみなさんによる「いのちの授業」が行われました。授業が始ま

ると、全児童に折り紙が配布されました。ただの折り紙ではありません。よく見ると、真ん中

に小さな穴があいています。その穴の大きさは、命が宿ったときの大きさです。小さな穴を

見ながら、「こんなに俺は小さかったんだ。」というつぶやきが聞こえてきました。自分たち

が生まれてきた奇跡を感じ取ったと思います。 

また、いのちの大切さから、性についても学習しました。声に出すと恥ずかしいと思って

いた「精子」「生理」「セックス」等は、いのちが誕生するために大切なことだと感じ取ったと

思います。子どもたちが正しい知識を身につけ、成長していくために、私たち大人も性教育

について考えていかなければならないと感じました。10 月１３日に配布した「いのちの授

業」に関する資料には、ご意見やご感想の欄があります。保護者のみなさんの思いや考えも

教えていただきたいです。ご意見やご感想のアンケートは、10 月 20 日（水）締め切りで

す。ご協力よろしくお願いします。 

   ５学年だより 

特別授業号 

令和３年１０月１８日（月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週は、「いのちの授業」「サンゴ学習」に引き続き、「マラリアの特別授業」も行いました。

コロナの今だからこそ、八重山のマラリアの歴史から平和や感染症による暮らしについて考

えました。一見、別々のねらいに感じられる「いのちの授業」「サンゴ学習」「マラリアの特別

授業」ですが、深いつながりがありました。 

５年生のみなさん、その深いつながりに気付きましたか？人の健康、動物の健康、環境の

健康、そして地球の健康のために、私たちが考えなければいけないこと、行動に移さなけれ

ばならないことがみえてくるはずです。答えは、決してひとつではありません。一緒に、考え

を伝え合いながら、学んでいきましょうね。 

 

10 月２１日は、お弁当の日です。 

ご協力よろしくお願いします！ 


